
　
日
本
は
明
治
維
新
の
近
代
化
以
降
、
た

ち
ま
ち
の
う
ち
に
世
界
の
列
強
国
に
名
を

連
ね
、
ま
た
現
代
に
至
っ
て
は
、
世
界
有

数
の
経
済
大
国
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

た
だ
単
に
、
日
本
人
が
勤
勉
で
優
秀
な
民

族
で
あ
っ
た
な
ど
の
理
由
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
古
い
時

代
か
ら
日
本
人
全
体
の
教
育
程
度
が
文
明

国
と
言
わ
れ
る
欧
米
諸
国
と
比
較
し
て
も
、

さ
ら
に
秀
で
て
い
た
か
ら
と
い
う
の
が
通

説
で
す
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
い
わ
ゆ
る

「
寺
子
屋
」
と
い
う
民
間
教
育
機
関
が
そ

の
立
役
者
と
い
え
ま
す
。

　
江
戸
時
代
初
中
期
よ
り
明
治
ま
で
寺
子

屋
は
全
国
的
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
（
多
く

は
各
地
の
寺
院
内
に
設
置
）。
神
奈
川
県

内
に
五
百
十
四
カ
所
、
小
田
原
、
足
柄
上

下
郡
で
は
八
十
二
カ
所
あ
り
ま
し
た
。

　
寺
子
屋
の
先
生
は
師
匠
（
八
割
方
は
僧

侶
）
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
師
匠
の
恩

に
報
い
る
供
養
塔
と
し
て
筆
子
（
生
徒
）

た
ち
が
後
に
成
人
し
て
資
金
を
出
し
合
っ

て
建
立
し
た
も
の
を
筆
子
塚
と
い
い
ま
す
。

　
筆
子
塚
に
は
、
師
匠
の

法
名
（
戒
名
）、
俗
名
、
没

年
月
日
等
が
刻
ま
れ
、（
大

方
の
場
合
）
台
石
に
は
筆

子
中
と
か
、
筆
門
中
、
筆

弟
中
な
ど
と
大
き
め
に
刻

ま
れ
ま
し
た
。
建
立
者
名

も
小
さ
く
入
れ
て
あ
り
ま

す
。
場
所
的
に
は
、
圧
倒
的
に
寺
の
墓
地

に
多
く
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
く
一
般

的
な
型
の
筆
子
塚
は
、
無
縫
塔
ま
た
は
卵

塔
と
言
っ
て
頭
が
卵
の
形
（
僧
侶
の
頭
の

形
）
を
し
て
い
ま
す
。

　
当
町
に
お
い
て
は
、
惣
領
の
延
命
寺
、

庶
子
の
宝
寿
院
、
大
蔵
院
、
寄
の
福
昌
院

に
そ
れ
ぞ
れ
数
基
の
筆
子
塚
が
あ
り
ま
す
。
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教
育
委
員
会
表
彰
と

　生
涯
学
習
推
進
大
会
を
開
催

教
育
委
員
会
表
彰
と

　生
涯
学
習
推
進
大
会
を
開
催

　
多
年
に
わ
た
り
、
松
田
町
の
教
育
の
振

興
と
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
11
人
の
方
々

に
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
、
賞
状
と
記
念

品
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
出
席
さ
れ
た
一
人
一
人
に
、

鈴
木
良
三
教
育
委
員
会
委
員
長
か
ら
賞
状

と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、
お
祝
い
と
感
謝

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

〇

　入

　賞

　
　
満
岡
祐
太
さ
ん
（
寄
小
３
年
）
右
側

　
　
　
　「
が
ん
ば
っ
た
サ
ッ
カ
ー
」

　
　
中
嶋
一
瑳
さ
ん
（
寄
小
３
年
）
左
側

　
　
　
　「
ポ
ッ
ポ
ふ
く
ろ
う
」

〇
県
教
育
長
賞
「
命
の
大
切
さ
」

　
　
桐
生
か
の
ん
さ
ん
（
寄
中
３
年
）
上
段
左

〇
神
奈
川
新
聞
社
賞
「
命
の
授
業
」

　
　
熊
澤
朱
音
さ
ん
（
寄
中
３
年
）
下
段
左

〇
県
警
警
務
部
長
賞

　
　「命
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

　
　
上
田
梨
奈
さ
ん
（
寄
中
３
年
）
上
段
右

〇
県
警
交
通
部
長
賞
「
命
の
大
切
さ
」

　
　
松
島
郁
弥
君
（
寄
中
２
年
）　
下
段
右

　

活
動
発
表
は
、
公
民
館
登
録
団
体
で
女

性
合
唱
団
コ
ー
ロ
・
し
る
ふ
れ
い
の
皆
さ

ん
が
、「
楽
し
く
和
や
か
に
、
良
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
さ

わ
や
か
な
歌
声
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
か

せ
ま
し
た
。

　
コ
ー
ロ
・
し
る
ふ
れ
い
は
平
成
７
年
に

結
成
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
は
30
歳
代
〜
80
歳

代
と
幅
広
く
22
人
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
次
の
３
曲
を
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

〇
　
青
い
眼
の
人
形
　
　
　

〇
　
三
地
方
の
子
守
歌
　
　

　
　
　
　（
大
阪
・
青
森
・
熊
本
）

〇
　
寂
庵
の
祈
り
・
あ
る
真
夜
中
に

　

講
演
は
、
神
奈
川
県
社
会
教
育
委
員
連

絡
協
議
会
会
長
、
青
山
学
院
大
学
教
授
の

鈴
木
眞
理
（
ま
こ
と
）
先
生
か
ら
、「
生

涯
学
習
の
こ
れ
ま
で
・
こ
れ
か
ら
　
〜
小

さ
く
て
も
、
き
ら
り
輝
く
町
へ
〜
」
を
演

題
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

①
は
じ
め
に

　
数
年
前
、
事
業
仕
分
け
が
行
わ
れ
た
際

に
、
生
涯
学
習
施
設
で
あ
る
、
国
立
女
性

会
館
や
国
立
青
年
の
家
に
つ
い
て
「
昭
和

35
年
か
ら
や
っ
て
い
て
成
果
は
出
て
い
る

の
か
」「
ま
だ
や
る
の
か
」「
い
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
」
と
質

問
が
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
学
校
に
置
き
換

え
る
と
分
か
り
や
す

い
。「
学
校
は
明
治

の
時
代
か
ら
あ
る
の

に
、
ま
だ
成
果
は
出

て
い
な
い
の
か
」「
ま

だ
続
け
る
の
か
」「
い

ら
な
い
の
で
は
な
い

か
」
に
な
る
。
人
が

代
わ
っ
て
い
く
の
だ

か
ら
続
け
る
に
決

ま
っ
て
い
る
。
生
涯

学
習
、
社
会
教
育
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

②
生
涯
学
習
と
社
会
教
育

　「
生
涯
学
習
」
は
私
た
ち
の
知
識
が
増

え
た
り
、
考
え
方
が
新
し
く
な
っ
た
り
し

て
、
自
分
の
中
で
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
。

一
人
で
も
で
き
る
し
、
何
を
学
ん
で
も
良

い
。「
社
会
教
育
」
は
、
基
本
的
に
は
教

え
る
人
と
教
わ
る
人
が
い
る
。
教
え
る
人

は
教
わ
る
人
を
良
く
し
よ
う
と
思
っ
て

や
っ
て
い
る
。

　
例
え
る
な
ら
、
本
屋
さ
ん
と
図
書
館
の

違
い
。
本
屋
さ
ん
は
「
み
ん
な
が
読
み
た

い
本
」
を
並
べ
る
。
図
書
館
は
「
み
ん
な

が
読
み
た
い
本
」
と
「
み
ん
な
に
読
ん
で

ほ
し
い
本
」を
並
べ
る
。
本
屋
さ
ん
は「
生

〔
社
会
教
育
委
員
〕

　
川
田
と
し
子
さ
ん
、
安
藤
彬
さ
ん
、

　
鍵
和
田
一
男
さ
ん

〔
青
少
年
指
導
員
〕

　
草
野
郁
さ
ん
、　
北
村
秀
一
さ
ん
、

　
桐
生
勝
さ
ん

〔
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
青
少
年
健
全
育
成
〕

　
中
村
稔
さ
ん
、　
塩
塚
冬
彦
さ
ん
、

　
川
村
一
男
さ
ん
、
吉
岡
智
治
さ
ん

〔
地
区
ス
ポ
ー
ツ
員
〕

　
二
宮
由
美
さ
ん

教
育
委
員
会
表
彰

教
育
委
員
会
表
彰

生
涯
学
習
推
進
大
会

生
涯
学
習
推
進
大
会

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

松田の文化財探訪松田の文化財探訪松田の文化財探訪松田の文化財探訪

「歴史的石造物」
その8

大
蔵
院
の
筆
子
塚

上段左から　中村、川村、吉岡、二宮
下段左から　安藤、鍵和田、草野、北村
　　　　　　　　の各受賞者（敬称略）

講師の青山学院大学教授
鈴木　眞理（まこと）氏

会場に響き渡ったコーロ・しるふれいのハーモニー

町文化財保護委員
平賀康雄

筆

子

塚

筆

子

塚

ふ
で
ふ
で

ここ

づ
か
づ
か

　
２
月
２
日（
土
）、
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
展
示
ホ
ー
ル
で
１
３
４
人
の

　
　
　
　
　
参
加
を
得
て
楽
し
く
和
や
か
な
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

⑴ 
活
動
発
表

　
　
　

　
　「コ
ー
ロ
・
し
る
ふ
れ
い
」

⑴ 
活
動
発
表

　
　
　

　
　「コ
ー
ロ
・
し
る
ふ
れ
い
」

⑵ 

講

　演

　
　

「
生
涯
学
習
の
こ
れ
ま
で
・
こ
れ
か
ら
」

⑵ 

講

　演

　
　

「
生
涯
学
習
の
こ
れ
ま
で
・
こ
れ
か
ら
」

《
県
産
木
材
木
工
コ
ン
ク
ー
ル
》

《
県
産
木
材
木
工
コ
ン
ク
ー
ル
》

《
命
の
大
切
さ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》

《
命
の
大
切
さ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》

涯
学
習
」
で
、図
書
館
は
「
社
会
教
育
」（
人

を
良
く
し
よ
う
と
思
っ
て
や
っ
て
い
る
）

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
図
書
館
は
社

会
教
育
と
し
て
生
涯
学
習
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
こ
こ
を
き
ち
ん
と
理
解
し
な
い

と
い
け
な
い
。

③
さ
ま
ざ
ま
な
学
習

　
学
習
者
に
は
３
タ
イ
プ
あ
る
。

○
目
標
指
向
型
の
学
習
者

　
資
格
を
取
る
、
語
学
を
マ
ス
タ
ー
す
る
。

○
活
動
指
向
型
の
学
習
者

外
で
何
か
活
動
し
た
い
。
慈
善
事
業
、

福
祉
、
政
治
的
な
活
動
、
公
民
館
で
の

活
動
な
ど
。

○
学
習
指
向
型
の
学
習
者

　
学
ぶ
こ
と
自
体
が
好
き
。
学
ぶ
こ
と
に

意
義
を
見
出
す
。
源
氏

物
語
を
最
初
か
ら
最
後

ま
で
読
み
通
す
。

　
こ
れ
ら
に
プ
ラ
ス
し

て
「
お
茶
を
飲
ん
だ
り
」

「
友
達
が
で
き
る
」
と
い

う
楽
し
さ
が
あ
る
。

④
生
涯
学
習
社
会
の
考

え
方

　「
学
歴
社
会
」
の
対
比

と
し
て
「
生
涯
学
習
社

会
」
と
い
う
言
葉
（
考

え
方
）
が
到
達
目
標
と

し
て
出
て
き
た
。

　「
生
涯
学
習
社
会
」
は
、
学
習
の
選
択

の
機
会
が
与
え
ら
れ
、
学
ん
だ
成
果
が
適

切
に
評
価
さ
れ
る
社
会
。「
学
歴
社
会
」

は
一
発
勝
負
の
社
会
。「
生
涯
学
習
社
会
」

は
敗
者
復
活
戦
の
社
会
（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
社
会
）
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
。

　⑤
お
わ
り
に

　
教
育
と
い
う
と
学
校
教
育
に
限
定
し
て

考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
生
涯
学
習
を
支
援

す
る
社
会
教
育
は
、
行
政
の
責
任
で
実
施

し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

と
う

と
う

ら
ん

ほ
う

む

こ
ち
ゅ
う

ふ
で

あ
き
ら

か
お
る

い
っ

み
つ
お
か
ゆ
う

た

あ
か

ね

ふ
み

や

り

な

さ

み
の
る

ち
は
る


